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1. 平成28年2月期第2四半期の連結業績（平成27年3月1日～平成27年8月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年2月期第2四半期 45,254 20.2 1,411 84.2 1,522 68.6 879 76.3
27年2月期第2四半期 37,639 7.5 766 38.1 902 43.2 498 35.5

（注）包括利益 28年2月期第2四半期 1,356百万円 （68.4％） 27年2月期第2四半期 805百万円 （△9.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年2月期第2四半期 16.61 ―
27年2月期第2四半期 9.42 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年2月期第2四半期 50,993 19,197 37.5 361.18
27年2月期 49,679 18,078 36.1 338.83
（参考）自己資本 28年2月期第2四半期 19,134百万円 27年2月期 17,950百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年2月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00
28年2月期 ― 2.50
28年2月期（予想） ― 2.50 5.00

3. 平成28年 2月期の連結業績予想（平成27年 3月 1日～平成28年 2月29日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 91,000 11.5 2,900 33.1 2,900 27.5 1,700 30.3 32.09



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （3）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年2月期2Q 53,289,640 株 27年2月期 53,289,640 株
② 期末自己株式数 28年2月期2Q 311,804 株 27年2月期 311,701 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年2月期2Q 52,977,918 株 27年2月期2Q 52,978,003 株
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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

（1）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期(平成27年３月１日～平成27年８月31日)におけるわが国経済は、現政権下の経済

政策や日銀による金融施策を背景に円安と株価上昇が続き、景気は緩やかな回復基調のうちに推

移いたしましたが、中国経済をはじめとした海外景気の下振れ懸念などもあり、今後も予断を許

さない状況が続くものと思われます。 

百貨店業界におきましても、株高による消費マインドの向上に加え、増加する訪日外国人によ

る需要もあり、東京地区百貨店売上高も前年実績を大幅に上回りました。 

 こうした状況の中、当社グループでは、最終年度を迎えた「中期経営計画」(2013～2015 年度)

の基本方針に沿った諸施策に引き続き取り組み、業績の向上を目指してまいりました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は45,254百万円と前年同四半期に比べ7,615

百万円(＋20.2％)の増収となり、営業利益は 1,411 百万円と前年同四半期に比べ 645 百万円(＋

84.2％)の増益、経常利益は 1,522 百万円と前年同四半期に比べ 619 百万円(＋68.6％)の増益、

四半期純利益は 879 百万円と前年同四半期に比べ 380 百万円(＋76.3％)の増益となりました。 

＜百貨店業＞ 

百貨店業の銀座店では、中期経営計画の基本方針の下、個性的な百貨店「GINZA スペシャリテ

ィストア」のさらなる進化を推進すべく、当第２四半期におきましては、平成 25 年９月のグラ

ンドリニューアルと平成 26 年４月の食品ゾーンの改装による品揃えのグレードとテイストの統

一を推し進め、さらなる買廻り性の向上に尽力してまいりました。 

５月の「松屋銀座開店90周年祭」におきましては、世界に誇るGINZAクオリティの松屋限定商品の

展開や、90周年にちなんだ各種イベントを開催、また、７月の「銀座ゆかたウィーク」では銀座中央

通りの周辺店舗と連動し街全体でゆかたを訴求するなど、他店との差別化を図り、業績の向上と来店

の促進に尽力してまいりました。 

一方、円安や東南アジア諸国へのビザ発給要件の緩和等によって訪日外国人が増加し、ラグ

ジュアリーブランドや化粧品を中心に免税売上高も大きな伸びを見せております。 

催事におきましては、文化催事「誕生 60 周年記念 ミッフィー展」や「日本語版刊行 15 周

年 リサとガスパール展」を開催するなど、独自性と話題性のある企画によって集客力を高め、売

上の向上に努めてまいりました。 

浅草店におきましては、入居する商業施設「EKIMISE」との相乗効果の発揮に取り組み、施設内を買

い廻るお客様の需要を取り込むプロモーションの強化や、三社祭や隅田川花火大会などで来街される

お客様への積極的な商品提案をするなど、業績の向上に尽力してまいりました。 

以上の結果、百貨店業の売上高は 40,155 百万円と前年同四半期に比べ 7,695 百万円(＋

23.7％)の増収となり、営業利益は 1,596 百万円と前年同四半期に比べ 962 百万円(＋

151.5％)の増益となりました。 
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＜飲食業＞ 

飲食業のアターブル松屋グループにおきましては、平成 26 年 12 月に婚礼宴会部門の「リュド・

ヴィンテージ目白」を開業し、売上高は増収となりましたが、これに伴う販管費の増加等により

営業利益は前年実績を下回りました。 

以上の結果、飲食業の売上高は 2,801 百万円と前年同四半期に比べ 61 百万円(＋2.3％)の増収

となり、営業損失は 180 百万円と前年同四半期に比べ 155 百万円の減益となりました。 

＜ビル総合サービス及び広告業＞ 

ビル総合サービス及び広告業の㈱シービーケーにおきましては、主として宣伝装飾部門、ビル

メンテナンス部門における受注が前年を下回ったことにより、売上高、営業利益ともに前年実績

を下回りました。 

以上の結果、ビル総合サービス及び広告業の売上高は 2,559 百万円と前年同四半期に比べ 216

百万円(△7.8％)の減収となり、営業利益は 1百万円と前年同四半期に比べ 81 百万円(△97.7％)

の減益となりました。 

＜輸入商品販売業＞ 

輸入商品販売業の㈱スキャンデックスにおきましては、６月に「イッタラ仙台藤崎」を新規出

店し「イッタラ」直営店は 17 店舗体制となりましたが、主として前年同四半期に大型特注品が

あったことにより売上が減少し、売上高、営業利益ともに前年実績を下回りました。 

以上の結果、輸入商品販売業の売上高は 993 百万円と前年同四半期に比べ 117 百万円(△10.6 

％)の減収となり、営業利益は 15 百万円と前年同四半期に比べ 78 百万円(△83.4％)の減益とな

りました。 

 

（2）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は前連結会計年度末に比べ、1,313 百万円増加し

50,993 百万円となりました。これは主に投資有価証券 586 百万円の増加等によるものでありま

す。負債合計は前連結会計年度末に比べ、194 百万円増加し 31,796 百万円となりました。これ

は主に支払手形及び買掛金 492 百万円の増加等によるものであります。純資産合計は利益剰余金

643 百万円の増加等により、1,119 百万円増加し 19,197 百万円となりました。 

 

（3）連結業績予想に関する定性的情報 

平成 28 年２月期通期の業績予想につきましては、平成 27 年７月 13 日付の「業績予想の修正

に関するお知らせ」から修正は行っておりません。 

 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 
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（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(会計方針の変更) 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26 号 平成 24 年５月 17 日。以下「退職給付

会計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

25 号 平成 27 年３月 26 日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第 35

項本文及び退職給付適用指針第 67 項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間

より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法

を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平均残

存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ご

との金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。 

  退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第 37 項に定める経過的な取扱い

に従って、第２四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の

変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しております。 

 この結果、第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が 103 百万円増加し、利益

剰余金が 103 百万円減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利

益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表 

(1)四半期連結貸借対照表 

  

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成27年２月28日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年８月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 2,422 2,282 

    受取手形及び売掛金 6,440 6,715 

    たな卸資産 2,582 2,657 

    その他 1,139 1,445 

    貸倒引当金 △20 △12 

    流動資産合計 12,564 13,087 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 11,047 10,844 

      土地 14,093 14,093 

      その他（純額） 634 646 

      有形固定資産合計 25,774 25,585 

    無形固定資産 501 1,038 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 8,456 9,043 

      その他 2,407 2,265 

      貸倒引当金 △25 △26 

      投資その他の資産合計 10,838 11,281 

    固定資産合計 37,115 37,905 

  資産合計 49,679 50,993 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 7,740 8,233 

    短期借入金 9,820 8,063 

    未払法人税等 771 459 

    賞与引当金 142 317 

    商品券等回収損失引当金 395 402 

    ポイント引当金 111 113 

    その他 5,205 4,957 

    流動負債合計 24,187 22,547 

  固定負債     

    長期借入金 3,360 5,157 

    環境対策引当金 29 29 

    退職給付に係る負債 909 983 

    その他 3,115 3,079 

    固定負債合計 7,413 9,248 

  負債合計 31,601 31,796 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成27年２月28日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年８月31日) 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 7,132 7,132 

    資本剰余金 5,639 5,639 

    利益剰余金 3,220 3,864 

    自己株式 △427 △427 

    株主資本合計 15,565 16,208 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 2,786 3,267 

    繰延ヘッジ損益 9 4 

    退職給付に係る調整累計額 △410 △347 

    その他の包括利益累計額合計 2,384 2,925 

  少数株主持分 127 62 

  純資産合計 18,078 19,197 

負債純資産合計 49,679 50,993 
 

㈱松屋(8237)　平成28年２月期　第２四半期決算短信

－ 6 －



(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成26年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年３月１日 
 至 平成27年８月31日) 

売上高 37,639 45,254 

売上原価 27,809 34,026 

売上総利益 9,829 11,228 

販売費及び一般管理費 9,063 9,817 

営業利益 766 1,411 

営業外収益     

  受取利息 3 1 

  受取配当金 85 94 

  債務勘定整理益 99 92 

  受取協賛金 67 39 

  その他 66 65 

  営業外収益合計 322 293 

営業外費用     

  支払利息 98 77 

  商品券等回収損失引当金繰入額 74 91 

  その他 12 14 

  営業外費用合計 185 182 

経常利益 902 1,522 

特別損失     

  固定資産除却損 90 128 

  その他 7 3 

  特別損失合計 98 131 

税金等調整前四半期純利益 804 1,390 

法人税、住民税及び事業税 228 457 

法人税等調整額 81 116 

法人税等合計 309 574 

少数株主損益調整前四半期純利益 495 816 

少数株主損失（△） △3 △63 

四半期純利益 498 879 
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成26年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年３月１日 
 至 平成27年８月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 495 816 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 361 481 

  繰延ヘッジ損益 △30 △4 

  退職給付に係る調整額 － 63 

  持分法適用会社に対する持分相当額 △20 － 

  その他の包括利益合計 310 540 

四半期包括利益 805 1,356 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 810 1,420 

  少数株主に係る四半期包括利益 △4 △63 
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(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成26年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年３月１日 
 至 平成27年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前四半期純利益 804 1,390 

  減価償却費 646 689 

  賞与引当金の増減額（△は減少） 166 175 

  受取利息及び受取配当金 △89 △96 

  支払利息 98 77 

  固定資産除却損 90 128 

  売上債権の増減額（△は増加） 723 △274 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △391 △74 

  仕入債務の増減額（△は減少） △194 492 

  未収消費税等の増減額（△は増加） 25 △388 

  その他 38 △317 

  小計 1,919 1,802 

  利息及び配当金の受取額 91 105 

  利息の支払額 △101 △90 

  法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △281 △763 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 1,627 1,054 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  有形固定資産の取得による支出 △753 △524 

  無形固定資産の取得による支出 △17 △560 

  投資有価証券の取得による支出 △54 △53 

  投資有価証券の売却による収入 11 ― 

  その他 △49 91 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △862 △1,047 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入金の純増減額（△は減少） 290 △29 

  長期借入れによる収入 1,000 2,350 

  長期借入金の返済による支出 △1,592 △2,281 

  長期未払金の増減額(△は減少) △39 △40 

  配当金の支払額 △131 △132 

  その他 △13 △14 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △486 △147 

現金及び現金同等物に係る換算差額 ― ― 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 278 △140 

現金及び現金同等物の期首残高 2,565 2,422 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,843 2,282 
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（4）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（5）セグメント情報等 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年３月１日 至 平成26年８月31日)   

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

その他 

(注)１ 
合計 

調整額 

(注)２ 

四半期連

結損益計

算書計上

額(注)３
 百貨店業 飲食業 

ビル総合
サービス及び

広告業 

輸入商品

販売業 
計 

売上高     

外部顧客への売上高 32,442 2,690 1,265 1,070 37,468 170 37,639 ― 37,639

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
17 49 1,510 41 1,618 381 1,999 △1,999 ―

計 32,459 2,740 2,775 1,111 39,087 552 39,639 △1,999 37,639

セグメント利益又は損失(△) 634 △24 83 94 788 7 796 △30 766

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、用度品・事務用品の納入、ＯＡ機器類の 

リース、保険代理業、商品販売の取次ぎ、商品検査業務等が含まれております。 

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△30百万円は、セグメント間取引消去等であります。 

   ３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年３月１日 至 平成27年８月31日)   

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

その他 

(注)１ 
合計 

調整額 

(注)２ 

四半期連

結損益計

算書計上

額(注)３
 百貨店業 飲食業 

ビル総合
サービス及び

広告業 

輸入商品

販売業 
計 

売上高     

外部顧客への売上高 40,139 2,746 1,246 962 45,094 160 45,254 ― 45,254

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
16 54 1,313 31 1,416 377 1,793 △1,793 ―

計 40,155 2,801 2,559 993 46,510 537 47,048 △1,793 45,254

セグメント利益又は損失(△) 1,596 △180 1 15 1,433 12 1,446 △34 1,411

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、用度品・事務用品の納入、ＯＡ機器類の 

リース、保険代理業、商品販売の取次ぎ、商品検査業務等が含まれております。 

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△34百万円は、セグメント間取引消去等であります。 

   ３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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３ 報告セグメントの変更等に関する事項 

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変

更したことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。 

 なお、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。 

 

（6）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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